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　去る１０月２３日（火）に当所において常議員
会が開催されました。
　はじめに松竹ナビ㈱　常務取締役　細内重夫氏
より映画「峠　最後のサムライ」の作品概要と製
作支援のお願いについて説明いただいたのち、⑴
同映画の協賛金について、⑵新規会員の加入承認
について、⑶中小企業大学校三条校の研修費助成
事業について、⑷新春賀詞交歓会の日程について
それぞれ審議され、以下のとおりすべて満場一致
で承認されました。
⑴映画「峠　最後のサムライ」に小千谷商工会議

所として５０万円協賛することとし、当所役員
に１口１万円の寄付を募る。不足分は商工会議
所より拠出。

⑵新規会員１件の加入を承認。
⑶同校での研修受講料の一部助成について、今年

度は継続とし、予算補正して申請のあった事業
所に助成金を交付する。また、本事業は平成３
１年度より廃止とする。

⑷平成３１年１月４日の賀詞交歓会は、開催時間
を従来の午前中より午後４時３０分～午後６時
に変更する。

10月常議員会
　去る１０月１５日（月）、商工会議所女性会（高野邦
子会長）が商工会議所において小千谷市議会議員と
の懇談会を開催し、市議会議員１６名、女性会より１
５名が出席しました。事前に女性会側から懇談会テー
マとして「観光」に関するものを提案し、当日は①十
日町市大地の芸術祭との連携、②西脇順三郎を偲ぶ
会の運営、③時水城址の遊歩道整備 ほかについて、
時間を超過して双方より活発な意見交換が行われまし
た。
　「小千谷の観光をもっとこうしたい」という思いを実
現するためには、クリアしなければならない様々な問
題を知ることも重要であり、市議会議員の方 よ々り貴
重なお話をうかがうことができました。女性会メンバー
にとって大変勉強になるとともに、視野を広げて改め
て小千谷の観光について考える良い機会となりました。

　去る１０月２６日（金）商工会議所において、
第２回商店街等連絡会議が開催されました。
　会議では、各商店街・商工振興会よりそれぞ
れ本年度の活動や現状と課題、将来に向けた取
組み等について報告があった後、商工会議所か
ら商店街振興事業補助金交付規程についての説
明を行ったほか、小千谷市からは本年度の商工
業振興補助事業や国県の商店街支援事業、他県
の商店街の活性化への取組事例の紹介などがあ
りました。
　各団体による報告の後には、今後の商店街等
の活性化に向けた意見交換及び情報交換を行い
ました。

　去る９月１９日（水）～１０月３１日（水）、商工会議所に
て長岡大学より講師をお招きして、全８回の「後継者育成
塾」を開催し、１２名の方より受講していただきました。
　セミナーでは企業の後継者や若手経営者が企業経営に
必須の知識やノウハウ、考え方を実践的に身につけてもら
うことを目的として、経営革新の必要性から経営戦略の策
定、マーケティング、財務、原価計算、組織理論などにつ
いて、テーマ毎に担当の長岡大学専門講師が講義を担当
し、分かりやすく解説していただきました。
　また、講義による説明だけでなく、参加者同士でワーク
ショップを行い、具体的なモデルケースにおける経営分析
や経営戦略の策定に取り組んでいただきました。
　講義の最終日には、受講生よりセミナーで学んだ知識を
活用して自社の今後の事業構造、経営戦略について成果
発表していただきました。

女性会が市議会議員との懇談会を開催

第２回商店街等連絡会議を開催 長岡大学・小千谷商工会議所 連携企画
『 後 継 者 育 成 塾 』
全８回の講義とワークショップ

【日　時】　平成31年1月4日（金）
　　　　　午後４時30分 開会
【会　場】　サンプラザ ３Ｆ大ホール
【参加費】　２，０００円
◯ 詳細・お申込みは折込みチラシでどうぞ。

新春賀詞交歓会
夕方
開催
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　１０月３日（水）、全国商工会議所女性会創立５０周年記念
式典・第５０回岩手総会が盛岡市民文化ホールで開催され、
小千谷商工会議所女性会より５名が出席しました。
　総会では、岩手県商工会議所女性会連合会会長の佐々木
祐子氏の挨拶の中で総会のテーマ「つなげたい笑顔のかけは
し」は、岩手県出身の新渡戸稲造の「われ太平洋のかけはし
とならん」からヒントを得て、５年に渡る本会準備期間中「岩
手ならではのおもてなし」を考えながら企画や秋の味覚を考え
たとのことでした。
　懇親会では新渡戸が愛した料理が用意され、ミネラル豊富
な三陸の海の幸、豊かな森林と清らかな水に育まれた山の幸な
ど、すばらしい「岩手散策メニュー」で、中でも好物だったと
いうブイヤベースに入っていたホタテが大きくてびっくり、充分す
ぎるほどのおもてなしをいただきました。
　アトラクションには県立北上翔南高等学校の生徒による「鬼
剣舞」が披露されました。この舞は農民が伝承する民俗芸能
で、天下泰平、五穀豊穣の祈りが込められているとのこと、若
さあふれる躍動美を見せてい
ただきました。
　翌日は、猊鼻渓、毛越寺、
中尊寺など、岩手の観光名
所を堪能しました。
　参加させていただき、改め
て各地の女性会の熱意を肌
で感じ取らせてもらいました。
今後、我々の活動にも生かせ
るようにと思っております。

『
２
０
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９
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意
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２
０
１
８
年
10
月
21
日
の
朝
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
看
板
番
組

で
あ
る
「
日
曜
討
論
」
に
ス
タ
ジ
オ
生
出
演
し
た
。

　

番
組
で
は
「
専
門
家
討
論　

ど
う
な
る
経
済
・
社
会

保
障
・
雇
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
主
と
し
て
、
安
倍

総
理
が
実
施
を
表
明
し
た
消
費
税
増
税
、
今
後
の
日
本

経
済
の
展
望
、
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
改
革
、
労

働
市
場
改
革
な
ど
に
関
す
る
議
論
を
行
っ
た
。

　

日
本
経
済
は
、
世
界
経
済
の
回
復
や
、
国
内
の
所
得

環
境
の
好
転
な
ど
を
背
景
に
、
緩
や
か
な
景
気
拡
大
を

続
け
る
見
通
し
だ
。
た
だ
し
、
２
０
１
９
年
の
日
本
経

済
は
「
テ
ー
ル
リ
ス
ク
（
確
率
的
に
は
極
め
て
低
い
も

の
の
、
万
が
一
発
生
す
る
と
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

リ
ス
ク
）」
に
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
う
し
た
テ
ー
ル
リ
ス
ク
を
総
称

し
て
「
２
０
１
９
年
問
題
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

大
和
総
研
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
⑴
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
迷
走
、
⑵
中
国
の
過
剰
債
務
問
題
、
⑶

「
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
（
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
）」
を

受
け
た
欧
州
の
混
乱
、
⑷
中
東
情
勢
緊
迫
化
を
背
景
と

す
る
原
油
高
、
⑸
わ
が
国
の
残
業
規
制
の
強
化
に
伴
う

個
人
所
得
の
減
少
、
と
い
っ
た
リ
ス
ク
要
因
が
顕
在
化

す
る
と
、
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は
最

悪
の
ケ
ー
ス
で
４
％
以
上
悪
化
す
る
。
こ
れ
は
「
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト

で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
現
在
、
中
国
経
済
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。

　

筆
者
の
中
国
に
対
す
る
見
方
を
一
言
で
述
べ
れ
ば

「
短
期
＝
楽
観
、
中
長
期
＝
悲
観
」
で
あ
る
。
中
国
は

「
社
会
主
義
」
の
国
な
の
で
、
公
共
投
資
を
中
心
と
す

る
カ
ン
フ
ル
剤
を
打
て
ば
、
問
題
を
１
～
２
年
程
度
先

送
り
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
し
か
し
、
早
け
れ
ば
向

こ
う
３
～
５
年
程
度
の
う
ち
に
、
中
国
で
は
「
バ
ブ

ル
」
崩
壊
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る
と
み
て
い
る
。

　

中
国
に
は
膨
大
な
ゆ
が
み
が
存
在
す
る
。

　

第
一
の
ゆ
が
み
は
金
融
面
で
の
過
剰
融
資
で
あ

る
。
中
国
に
お
け
る
過
剰
融
資
の
総
額
は
１
０
０
０

兆
円
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
将
来
的
に
、
こ
の
う
ち

何
割
か
が
焦
げ
付
く
場
合
、
数
百
兆
円
規
模
の
不
良

債
権
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
わ
が
国
の

「
バ
ブ
ル
」
崩
壊
に
伴
う
不
良
債
権
額
が
１
０
０
兆

円
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
文
字
通
り

「
人
類
史
上
最
大
の
バ
ブ
ル
」
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

第
二
の
ゆ
が
み
は
、
工
場
や
機
械
と
い
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
資
本
ス
ト
ッ
ク
」
の
過
剰
で
あ
る
。
そ
の

総
額
は
７
０
０
兆
円
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
外
資
を

自
転
車
操
業
的
に
呼
び
込
ん
で
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
る
、
中
国
の
経
済
成

長
モ
デ
ル
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
の
財
政
出
動
余
地
は
ど
の

程
度
か
？
近
年
、
中
国
で
は
国
有
企
業
の
債
務
が
積

み
上
が
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
実
質
的
な
公

的
債
務
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
世
界
最
悪
と
も

称
さ
れ
る
日
本
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

　

結
論
と
し
て
、
中
国
経
済
は
、
短
期
的
に
は
カ
ン

フ
ル
剤
で
景
気
を
下
支
え
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、中
長
期
的
に
見
る
と
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
。

仮
に
中
国
政
府
が
問
題
を
先
送
り
し
て
も
、
本
質
的

な
構
造
問
題
は
解
決
し
な
い
か
ら
だ
。
と
り
わ
け
政

府
と
の
癒
着
が
続
く
中
で
、
国
有
企
業
の
改
革
が

遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
ら
ず
、「
全
要
素
生
産
性
」

と
呼
ば
れ
る
技
術
革
新
が
停
滞
し
、
海
外
か
ら
の
直

接
投
資
が
低
迷
し
て
い
る
点
が
問
題
だ
。
米
国
と
中

国
の
間
の
貿
易
摩
擦
の
深
刻
化
も
、
中
国
経
済
に
ボ

デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
は
中
国
の
過

剰
債
務
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

要
因
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
、
常
に
頭
の
片
隅
に

置
い
た
上
で
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
景
気
悪
化
に
対

し
て
、万
全
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
22
日
執
筆
）

　去る１０月１９日（金）に青年部１０月定例会（永澤
修会長、渡辺一隆委員長）が開催されました。今回は、
青年部メンバーでもある和田智美税理士事務所の和田
智美氏を講師に迎え、「損益分岐点」をテーマにご講
演いただきました。
　売り上げ規模１億～２．５億円のラーメン店をモデルに、
その決算資料から損益分岐点を知る為のポイントをわか
りやすく解説いただきました。損益分岐点を知ることによ
り、売上目標の正確性が向上することはもちろん、例え
ば従業員の増加や設備投資などで費用が増える見込
みの場合にいくら売り上げを増やせば黒字が維持でき
るか、などの判断基準にも活用できると説明がありまし
た。講演後の質疑応答では、翌年１０月に控えた消費
税改定に関する質問が多数あがり、消費税改定に関
する旬な情報についても和田先生より解説いただきまし
た。
　参加したメンバーからは、「今回学んだことを自社に
置きかえてみたい。」「限界利益を正しく理解すること
が大切と感じた。」などの声が聞かれ、大変有意義な
定例会となりました。
　青年部では、今後も継続的に青年経営者・後継者
としての資質向上を目指した例会事業を実施していく予
定です。青年部に興味のある方がいらっしゃいましたら
事務局までお問い合わせください。（☎８１－１３００）

全国商工会議所女性会連合会
 創立５０周年記念式典・
　　第５０回岩手総会に参加して
　　　　　　小千谷商工会議所女性会会員
� 糸清㈱　 清　水　郁　代

青年部１０月定例会
損益分岐点を学ぶ

会報本紙に掲載



　これまで当所では「小千谷商工会議所　中小企業大学校研修助成金交付規約」に基づき、会員事業所の同校での
研修受講者に対し受講料の一部を助成してまいりました。
　今年度の事業計画策定の折、本助成事業については、利用事業所の固定化、交付額の減少が見られることから平成
３０年度より実施しないことを決定いたしましたが、その後の必要な手続き（常議員会での規約の改廃の承認や会員事業
所への周知徹底）がきちんと行われていないうちに一部の会員、関係機関に対し本事業の廃止をお伝えしてしまいました。
事務局の不手際により、関係事業所には多大なるご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。
　つきましては、今年度は本助成事業を継続することとし、中小企業大学校三条校が平成３０年４月〜平成３１年３月に実
施する研修を受講し交付申請いただいた事業所には受講料を助成いたしますので、交付申請書を商工会議所へご提出く
ださいますようお願い申し上げます。
　なお、先般の常議員会において、来年度からは本助成事業を廃止させていただくことが正式に決定いたしました。ご承
知おきくださいますよう重ねてお願い申し上げます。
　平成３０年度受講分の申請期限：平成３１年４月２6日（金）　※受講後は速やかに申請してください
　＊申請方法等ご不明な点がございましたら商工会議所までお問合せください。☎８１−１３００

中小企業大学校三条校　研修助成金について
今年度は助成金交付を継続、来年度より廃止させていただきます
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　第２３回小千谷うまいもの祭が１０月１４日（日）午前１０時
から午後３時まで、小千谷市総合体育館前コミュニティー広場
にて盛大に開催されました。
　当日は、大変天候に恵まれ多くの方々より来場していただき、
大いに賑わいを見せ、人気商品が並ぶ店舗には大勢のお客様
が長蛇の列となっているお店も相次いだほか、用意した商品が
完売し、急きょ商品を追加するお店もありました。
　この日は「イベントはしごの日」と題して、うまいもの祭と同
日開催の「山本山クラインガルテン収穫祭」「おぢゃれフェスタ」
の３会場を無料シャトルバスで繋ぎ、それぞれのイベントを満
喫していただける様に仕掛けましたが、バスの台数の関係で、
ピーク時はお客様を長時間待たせることとなったことが、今後
の課題であると思いました。
　会場が変わったことで出展した企業からは「良かったが、想
定外の来場者で、用意した商品があっという間になくなってし
まった」などの声がありました。
　今回は３２社、３８小間の出展があり、出展者数は前年度に
比べ大幅に減少したものの、全体の売上金額も昨年以上とな
り、市内外から注目を浴びるイベントとなりました。
　また、新潟大学の学生２２名が当日イベントのお手伝いに参
加し、出展者の商品に対する考え方や、販売手法などを学ぶ
と共に、小千谷を知らなかった学生にも小千谷の「人」「食」
の良さを感じてもらうことができました。
　司会に地域活性化ガールズ集団リリー＆マリーズの田中彩貴
さん、藍木沙羅さん、高橋遥さんから会場を盛り上げていただ
いた他、人気のフアフアや、若葉會＆輝志會のお囃子パフォー
マンス、小千谷中学校吹奏学部の演奏などで会場内を賑やかに
演出しました。

【船外活動用宇宙服】製作費　なんと１０億円‼
　　　　　　　　　　総重量　なんと１２０㎏‼

　交通部会（山村光雄部会長）、諸業部会（佐藤
昭夫部会長）では、１０月２４日(水)に「ＪＡＸＡ筑波
宇宙センター」の視察研修を実施し、会員事業所
より１６名の参加がありました。
　宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）とは、宇宙航
空分野の基礎研究から開発・利用に至るまで一貫
して行うことのできる機関で、宇宙科学、人工衛星・
観測画像、宇宙環境利用、ロケット・輸送システム、
航空プログラム、技術研究など最先端の活動をし
ています。筑波宇宙センターが担う役割は大きく、
「人工衛星の追跡管制」、「ロケットの研究開発」、「宇
宙飛行士の有人活動」、「国際宇宙ステーション関
連」をはじめその内容は多岐にわたっています。
　見学ツアーでは、宇宙飛行士の基礎訓練・健
康管理のための宇宙飛行士養成棟や、国際宇宙
ステーション「きぼう」に搭載されている機器や
実験装置の監視など様々な作業を行っている実際
の管制室の様子を見ることができました。広大な
宇宙の狭いスペースで共同生活を送り、チームが
共同して任務を遂行するため、宇宙飛行士の条件
として最も重視されているのは協調性だそうです。

　機密性の高い
様々な情報を取
り扱っているた
め、セキュリティ
エリアと呼ばれる
区画内のみの見
学でしたが、参
加者からは「宇
宙をより身近に感
じることができた」
「日本の宇宙開
発技術の進歩に
驚いた」「貴重な
体験ができた」
などの感想が聞
かれました。

「小千谷うまいもの祭」
天候に恵まれ大いに賑いました!!

交通・諸業部会合同

ＪＡＸＡ筑波宇宙センターを視察



　

去
る
10
月
17
日
（
水
）
～
20
日
（
土
）、「
中
国
大

連
視
察
研
修
会
」
を
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
大
竹
輝

夫
部
会
長
）
が
主
管
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
９
名
の
参
加
者
で
、
中
国
経

済
の
状
況
及
び
新
潟
県
大
連
経
済
事
務
所
の
活
用
と

現
地
の
日
本
企
業
を
視
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　

大
連
市
は
、
中
国
遼
寧
省
の
南
部
に
位
置
す
る
地

級
市
（
地
区
ク
ラ
ス
の
市
）
で
あ
り
、
経
済
的
重
要

性
か
ら
省
ク
ラ
ス
の
自
主
権
を
も
つ
副
省
級
市
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
連
市
の
総
人
口
は
約
６
０
０
万

人
で
あ
り
、
遼
寧
省
で
は
省
都
の
瀋
陽
市
に
次
ぐ
大

都
市
で
あ
り
、
面
積
は
１
２
，
５
７
３
㎢
で
新
潟
県
に

相
当
す
る
面
積
だ
そ
う
で
す
。

　

主
要
産
業
は
設
備
製
造
業
、
造
船
・
海
洋
事
業
、

石
油
化
学
、
電
子
情
報
な
ど
で
、
大
連
の
貿
易
相
手

国
は
、
輸
出
入
と
も
に
日
本
が
ト
ッ
プ
で
、
日
本
へ
の

輸
出
額
が
６
０
・
７
億
ド
ル
、
日
本
か
ら
の
輸
入
額
が

４
３・４
億
ド
ル
と
な
って
お
り
ま
す
。（
２
０
１
６
年
）

　

ま
た
Ｇ
Ｒ
Ｐ
（
域
内
総
生
産
）
成
長
率
は
前
年
比

で
中
国
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
６
・
９
％
）
を
上
回

る
７
・
１
％
で
、
在
職
労
働
者
平
均
月
間
給
与
は
６
，

８
２
４
元
（
日
本
円
で
１
１
０
，
４
１
２
円
、
対
前
年

比+

１
１・０
）、失
業
率
は
２・４
３
％
（
日
本
２・８
％
）

で
し
た
。（
２
０
１
７
年
）

　

大
連
で
の
日
系
企
業
数
は
１
，
５
５
０
社
で
上
海
、

バ
ン
コ
ク
に
次
い
で
３
番
目
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
訪
れ
た
新
潟
県
大
連
経
済
事
務
所
は
、

各
種
商
談
会
で
の
県
内
企
業
支
援
、商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
支
援
、
県
内
企
業
か
ら
の
各
種
照
会
・
依
頼
への
対

応
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
って
お
り
、
特
に
各
種
商
談

会
支
援
で
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
、
当
事
務
所
が
ブ
ー
ス
代
を

負
担
し
、
県
内
企
業
と
中
国
企
業
と
の
事
前
マッ
チ
ン

グ
等
で
商
談
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
、
いつ
で
も
連

絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
私
た
ち
は
、
２
０
１
６
年
２
月
に
大
連
遼
無
二

電
器
有
限
会
社
と
共
同
で
設
立
し
た
合
弁
会
社
「
パ

ナ
ソ
ニッ
ク 

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
大
連
有
限
会

社
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
社
は
資
本
金
が
９
億
元
（
約
１
４
４
億
円
）

で
、
従
業
員
数
は
約
５
０
０
人
、
事
業
内
容
は
環
境

対
応
向
け
電
池
の
設
計
・
製
造
・
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
等

で
す
。

こ
の
工
場
で
は
、
車
載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の

中
で
も
蓄
電
容
量
と
出
力
が
大
き
い
角
型
セ
ル
を
生
産

し
て
お
り
、
出
荷
先
は
北
米
市
場
と
、
環
境
規
制
で

プ
ラ
グ
イ
ンハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
や
電
気
自

動
車
の
需
要
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
中
国
市
場
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
中
国
や
北
米
に
限
ら
ず
、
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
な
い
「
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョン
車
」
の
需
要
は
世
界

的
に
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
他
の
地
域
で
も
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
セ
ル
の
需
要
は
高
ま
る
だ
ろ
う
と
の

説
明
で
し
た
。

　

新
潟
県
の
拠
点
と
し
て
の
大
連
経
済
事
業
所
を
よ

り
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
新
潟

県
の
企
業
と
中
国
と
の
経
済
的
結
び
つ
き
が
促
進
さ

れ
、
両
国
が
お
互
い
に
発
展
で
き
る
こ
と
を
願
う
視
察

研
修
会
で
し
た
。

　

視
察
団
長　

専
務
理
事　

仲　

巳
津
夫 

記
）

　
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
　

中 

国 

大 

連 

視 

察 

研 

修 

会
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おぢや会議所だより創刊500号記念

303号
304号
305号
308号
311号
312号

313号

315号
316号

318号

319号
324号
326号

328号

331号
332号
335号

号外

平成14年1月
平成14年2月
平成14年3月
平成14年6月
平成14年9月
平成14年10月

平成14年11月

平成15年1月
平成15年2月

平成15年4月

平成15年5月
平成15年10月
平成15年12月

平成16年2月

平成16年5月
平成16年6月
平成16年9月

平成16年11月

新春対談「観光誘客と街づくり」
市産業経済委員会と正副部会長等との懇談会開催
外形標準課税導入反対への署名に協力を！
市町村合併問題についての懇談会開催
観光ボランティアガイドデビュー
大賑わいの東京ディズニーリゾート 共済加入者優待事業
NHK連続テレビ小説「こころ」放映に伴う観光開発など
部会で活発な意見交換
新春対談「小千谷市TMO構想の実現に向けて」
構想から実行へ！TMO構想を市長に提出
TMO構想市より認定受ける！
商工会議所内にTMO推進室を設置
ベイシアが県に出店の届け出 小売商業部会幹部会を開催
平成16年度より消費税が変わります
商工会議所初の海外視察を実施　中国大連視察
新潟県議会「産業活性化・雇用対策特別委員会」視察会を当所で開催
船岡公園まつりは４月第３土日開催に、おぢやまつりは週末（金～日）
開催に変わります
桜満開の船岡公園まつり　例年を上回る来場者
市制施行50周年「みんなのおぢや・みんなで小千谷」
市制施行50周年おぢやまつり盛大に開催
中越大震災に負けず立ち上がる小千谷商工業界
中小企業震災復興相談窓口開設中

景気は緩やかに一進一退を繰り返すもデフレ経済は
一向に歯止めがかからず

世界経済が回復基調に変わり、我が国も輸出や生産の増
加に伴い、企業収益の改善が続き、設備投資も増加
日経平均株価7,607円、20年前の水準に
地上デジタル放送始まる

当市にとって7月16日の集中豪雨、10月23日の中越大震
災、冬季の19年ぶりの豪雪など、多くの天災に見舞われた
市制施行50周年記念式典開催
天皇皇后両陛下が被災者お見舞いのため来谷

平 成 1 4 年

平 成 1 5 年

平成15年4月

平成15年12月

平 成 1 6 年

平成16年5月

平成16年11月

平 成 1 7 年

平成17年2月

平成17年４月

平成17年10月

平 成 1 8 年

平成18年1月

平成18年4月

平 成 1 9 年

平成19年7月

平成19年12月

平 成 2 0 年

平成20年10月

平 成 2 1 年

平成21年8月

平成21年9月

平成21年12月

豪雪で仮設住宅除排雪のため自衛隊に出動要請
個人情報保護法施行
日本の総人口が初の減少

平成18年豪雪、各地で最大積雪を記録
中越大震災の避難勧告を解除

　

新潟県中越沖地震発生。当市で震度6弱
トヨタ自動車生産台数でGMを抜いて世界1位に

株価大暴落、日経平均株価26年ぶりの7,000円割れ

リーマンショックによる金融危機は経済恐慌と
呼べるほど厳しい状況
衆議院選挙で自民党が大敗し、政権交代へ
トキめき新潟国体本大会開催。小千谷市会場で
青年男女6人制バレーボール競技を実施
「小千谷縮、越後上布」がユネスコ無形文化遺産に登録
メキシコから新型インフルエンザの世界的流行

号数 発行年月 主な掲載記事 社会の動き

337号

338号

339号

340号

341号

342号

343号

345号

346号
348号
351号

353号

355号

359号

360号
364号
366号
367号

377号

383号

384号

385号
387号
389号

391号

393号

395号

396号

平成16年12月

平成17年1月

平成17年2月

平成17年3月

平成17年4月

平成17年5月

平成17年6月

平成17年8月

平成17年9月
平成17年11月
平成18年2月

平成18年4月

平成18年6月

平成18年10月

平成18年11月
平成19年3月
平成19年5月
平成19年6月

平成20年5月

平成20年11月

平成20年12月

平成21年1月
平成21年3月
平成21年5月

平成21年7月

平成21年9月

平成21年11月

平成21年12月

緊急書面議員総会開催　役員議員決定
市内金融機関　個人向け災害復旧支援融資をご活用ください
会員事業所震災被害状況調査結果
商店街震災復興イベント「沢田知可子アコースティックコンサート」開催
震災に負けない。復興に向けてがんばる事業所紹介

風船一揆中止となるも有志による独自イベント「風船一揆・復興の陣」開催
戊辰史跡の復興にご協力ください
３地区でそれぞれ商店街復興イベント開催
建設工業部会　住宅関連相談会
市議会復興対策部会委員と中心市街地商店街役員との懇談会
新潟県中越大震災復興基金事業メニュー
皆様のおかげで会館の修繕をいたしました
共済納涼まつり　ビアパーティー開催
震災復興基金追加メニュー
震災復興を願いおぢやまつり開催
中越地震に関する企業アンケート調査結果
建設工業部会　震災復興住宅フェア開催
商工会議所会員特別融資「ほっとプラン」創設
TMO小千谷連絡協議会開催　新年度事業決定！

6月1日より道路交通法改正
放置駐車への取締り強化に伴う商店街対応説明会

小千谷鉄工電子協同組合発足
小千谷鉄工組合と小千谷電子工業会が合併
「地域密着！これからの住まい展」開催！！
おぢや風船一揆　小雪のため規模縮小し開催
小千谷商工会議所女性会設立
「牛の角突き」復興！！

女性会小千谷物産展大盛況！元気な小千谷をPR
テクノ小千谷名匠塾がスタートしました
秋季経済講演会　講師：桑田真澄氏　「試練が人を磨く」を開催
小千谷市中小企業緊急経済対策資金
中国大連市開発区視察に参加して

正副会頭、部会長による「一字で表す平成21年の展望」
震災復興支援・緊急経済対策　おぢやこいこい商品券発行のお知らせ
第3回緊急経済対策連絡協議会を開催
休業のための教育訓練　一般事業所対象に実施
会員アンケート調査結果（経済不況の長期化に伴う景況の調査）
空き店舗活用地域活性化事業　空き店舗活用推進員紹介
うまいもの祭・これからの住まい展
サンプラザ駐車場にて同時開催
プレミアム付おぢやこいこい商品券第２弾　取扱店募集
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（12月号につづく）

303号
304号
305号
308号
311号
312号

313号

315号
316号

318号

319号
324号
326号

328号

331号
332号
335号

号外

平成14年1月
平成14年2月
平成14年3月
平成14年6月
平成14年9月
平成14年10月

平成14年11月

平成15年1月
平成15年2月

平成15年4月

平成15年5月
平成15年10月
平成15年12月

平成16年2月

平成16年5月
平成16年6月
平成16年9月

平成16年11月

新春対談「観光誘客と街づくり」
市産業経済委員会と正副部会長等との懇談会開催
外形標準課税導入反対への署名に協力を！
市町村合併問題についての懇談会開催
観光ボランティアガイドデビュー
大賑わいの東京ディズニーリゾート 共済加入者優待事業
NHK連続テレビ小説「こころ」放映に伴う観光開発など
部会で活発な意見交換
新春対談「小千谷市TMO構想の実現に向けて」
構想から実行へ！TMO構想を市長に提出
TMO構想市より認定受ける！
商工会議所内にTMO推進室を設置
ベイシアが県に出店の届け出 小売商業部会幹部会を開催
平成16年度より消費税が変わります
商工会議所初の海外視察を実施　中国大連視察
新潟県議会「産業活性化・雇用対策特別委員会」視察会を当所で開催
船岡公園まつりは４月第３土日開催に、おぢやまつりは週末（金～日）
開催に変わります
桜満開の船岡公園まつり　例年を上回る来場者
市制施行50周年「みんなのおぢや・みんなで小千谷」
市制施行50周年おぢやまつり盛大に開催
中越大震災に負けず立ち上がる小千谷商工業界
中小企業震災復興相談窓口開設中

景気は緩やかに一進一退を繰り返すもデフレ経済は
一向に歯止めがかからず

世界経済が回復基調に変わり、我が国も輸出や生産の増
加に伴い、企業収益の改善が続き、設備投資も増加
日経平均株価7,607円、20年前の水準に
地上デジタル放送始まる

当市にとって7月16日の集中豪雨、10月23日の中越大震
災、冬季の19年ぶりの豪雪など、多くの天災に見舞われた
市制施行50周年記念式典開催
天皇皇后両陛下が被災者お見舞いのため来谷

平 成 1 4 年

平 成 1 5 年

平成15年4月

平成15年12月

平 成 1 6 年

平成16年5月

平成16年11月

平 成 1 7 年

平成17年2月

平成17年４月

平成17年10月

平 成 1 8 年

平成18年1月

平成18年4月

平 成 1 9 年

平成19年7月

平成19年12月

平 成 2 0 年

平成20年10月

平 成 2 1 年

平成21年8月

平成21年9月

平成21年12月

豪雪で仮設住宅除排雪のため自衛隊に出動要請
個人情報保護法施行
日本の総人口が初の減少

平成18年豪雪、各地で最大積雪を記録
中越大震災の避難勧告を解除

　

新潟県中越沖地震発生。当市で震度6弱
トヨタ自動車生産台数でGMを抜いて世界1位に

株価大暴落、日経平均株価26年ぶりの7,000円割れ

リーマンショックによる金融危機は経済恐慌と
呼べるほど厳しい状況
衆議院選挙で自民党が大敗し、政権交代へ
トキめき新潟国体本大会開催。小千谷市会場で
青年男女6人制バレーボール競技を実施
「小千谷縮、越後上布」がユネスコ無形文化遺産に登録
メキシコから新型インフルエンザの世界的流行

社会の動き

337号

338号

339号

340号

341号

342号

343号

345号

346号
348号
351号

353号

355号

359号

360号
364号
366号
367号

377号

383号

384号

385号
387号
389号

391号

393号

395号

396号

平成16年12月

平成17年1月

平成17年2月

平成17年3月

平成17年4月

平成17年5月

平成17年6月

平成17年8月

平成17年9月
平成17年11月
平成18年2月

平成18年4月

平成18年6月

平成18年10月

平成18年11月
平成19年3月
平成19年5月
平成19年6月

平成20年5月

平成20年11月

平成20年12月

平成21年1月
平成21年3月
平成21年5月

平成21年7月

平成21年9月

平成21年11月

平成21年12月

緊急書面議員総会開催　役員議員決定
市内金融機関　個人向け災害復旧支援融資をご活用ください
会員事業所震災被害状況調査結果
商店街震災復興イベント「沢田知可子アコースティックコンサート」開催
震災に負けない。復興に向けてがんばる事業所紹介

風船一揆中止となるも有志による独自イベント「風船一揆・復興の陣」開催
戊辰史跡の復興にご協力ください
３地区でそれぞれ商店街復興イベント開催
建設工業部会　住宅関連相談会
市議会復興対策部会委員と中心市街地商店街役員との懇談会
新潟県中越大震災復興基金事業メニュー
皆様のおかげで会館の修繕をいたしました
共済納涼まつり　ビアパーティー開催
震災復興基金追加メニュー
震災復興を願いおぢやまつり開催
中越地震に関する企業アンケート調査結果
建設工業部会　震災復興住宅フェア開催
商工会議所会員特別融資「ほっとプラン」創設
TMO小千谷連絡協議会開催　新年度事業決定！

6月1日より道路交通法改正
放置駐車への取締り強化に伴う商店街対応説明会

小千谷鉄工電子協同組合発足
小千谷鉄工組合と小千谷電子工業会が合併
「地域密着！これからの住まい展」開催！！
おぢや風船一揆　小雪のため規模縮小し開催
小千谷商工会議所女性会設立
「牛の角突き」復興！！

女性会小千谷物産展大盛況！元気な小千谷をPR
テクノ小千谷名匠塾がスタートしました
秋季経済講演会　講師：桑田真澄氏　「試練が人を磨く」を開催
小千谷市中小企業緊急経済対策資金
中国大連市開発区視察に参加して

正副会頭、部会長による「一字で表す平成21年の展望」
震災復興支援・緊急経済対策　おぢやこいこい商品券発行のお知らせ
第3回緊急経済対策連絡協議会を開催
休業のための教育訓練　一般事業所対象に実施
会員アンケート調査結果（経済不況の長期化に伴う景況の調査）
空き店舗活用地域活性化事業　空き店舗活用推進員紹介
うまいもの祭・これからの住まい展
サンプラザ駐車場にて同時開催
プレミアム付おぢやこいこい商品券第２弾　取扱店募集

号数 発行年月 主な掲載記事

世界経済は順調に拡大を続け、我が国も経済・金融両面の構
造調整が大きく進展したことにより10年以上続いた調整局
面をようやく脱却。中越大震災からの復興元年と位置付けら
れた当市は、復興需要に支えられた業種と震災以降好転が
見られない業種で明暗が分かれた

11月にいざなぎ景気を抜いて戦後最長の景気回復局面が
続いたが、景気回復度合いにおいて、地域間、企業規模間で
ばらつきも見られた。また、震災後2年連続の大雪であった
が、暮れから年明け以降は大変な小雪となった

米国のサブプライムローンの崩壊とともに、米投資銀行大
手のリーマンブラザーズ社が破綻。これが金融不況の引き
金となり、全世界に瞬く間に飛び火、世界同時不況の様相を
呈した

サブプライムローン関連に絡んだ機関投資家の損失拡大な
どにより世界経済は下振りし、日本経済にも影響が出始め
た。投機マネーが原油取引に流れ原油高騰を引き起こし、原
材料や食料品の価格に直結した



　おかげさまで小千谷に来て半年たちました！色んな方に関わ
りを持たせて頂いて、大変ありがたく思っています。
　さて、私の前職がTVメディアだったもので、「SNSの更新を
やってくれないか」とのご依頼がたまにあります。ですが映像制
作の職人的な仕事をしていただけで、SNSが仕事だったことは
ありません。良い映像が作れれば良いとだけ思って仕事をして
おりました。むしろ同年代の人より理解しておりませんが、なん
とか勉強しながら対応しています。なので自らも考察として…
　SNSの考え方としてテレビで言う本編とCMは別個で考えな
いといけません。面白いコンテンツがあってその中にCMのよう
なお知らせを差し込むという基本構造があって、これはTVから
ネットの世界に移っても変わりません。CMだけ流すTV局が視
聴率を稼げなさそうなのは、単純な構造で理解しやすいのです
が、ネットでは結構ありがちなところです。一般の人がネットを
使って広告収入を得られるのは、それだけ注目を集めるコンテ
ンツを発信しているからであって、興味を持たれるためには日

頃から面白いコンテンツを発信して視聴者
の視線を集めなければなりません。
　小千谷は宣伝が下手なんて言われていま
すが、宣伝の内容ではなくコンテンツを発信
して視聴率を持っているプラットフォームが
足りてないんじゃないかと思っています。
ネットは人と人を繋ぐツールなだけであっ
て、本質は「面白い」かどうかだと思うので
す。
　みなさんの周りの面白い事を一緒に発信
してみませんか？

牛久保くんのコラム
地域おこし協力隊

牛久保はミタ！！
「えすえぬエス・・・」
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小千谷商工会議所会員大会

秋季経済講演会と会員交流会を開催
　去る１０月１６日（火）に会員大会を
開催しました。
　第一部の秋季経済講演会は、(一
財)小千谷市産業開発センター、新潟
県信用保証協会等との共催でサンプ
ラザ大ホールにて実施、一般参加者
を含む１７０名がご来場くださいまし
た。講師に経済評論家で（一財）日本総合研究所会長
の寺島 実郎 氏をお迎えし「日本経済再生への機軸」に
ついて講演いただきました。講演では、先生の用意したレ
ポート資料を基に、世界経済の見通しや少子高齢化社
会を迎えるうえでの地方としての在り方、ジェロントロジー
（老年学）などについて、データや理論に基づき分かりや
すく解説していただきました。
　つづいて会場を居食亭「東忠」に移し、ご来賓、会員、
職員計７２名で第二部の会員交流会を開催しました。入

会されたばかりの
会員からもご参加
いただき、名刺交
換しながら積極的
に交流され、貴重
な異業種交流の
場となりました。

　１０月２６日（金）に女性会（高野邦子会長）が「いいと
こ巡り視察研修会」を実施し、１４名が参加しました。
　今回は、国指定文化財「愛染明王坐像」のご開帳日に
合わせて川井の妙高寺を訪ね、住職より妙高寺の歴史や仏
像がここに安置された経緯などについて説明いただきまし
た。口を大きく開いた怒りの表情で、心の迷いや悩みを焼
き尽くし、すべての人々をお救いくださる仏様とうかがい、
参加者それぞれ感謝と敬愛の気持ちを込めて参拝しまし
た。また、ちょうどお寺の庭の紅葉が色づき始めており、
静寂の中に美しさを感じ心が洗われました。
　その後、岩沢の「農家民宿へんどん」での昼食会では、
地元のお母さんたちの心づくしの田舎ごっつぉを堪能しまし
た。テーブルにずらりと並んだ料理は、岩沢で採れた野菜・
山菜が中心でどれも大変おいしく、「どうやったらこんなに
おいしくできるの？」といった声も聞かれました。
　近くにあってもなかなか行く機会のなかった「小千谷の
いいとこ」を今回も再発見することができました。

小千谷のいいとこ再発見！
女性会 いいとこ巡り視察研修会

　１０月１９日（金）に新潟市秋葉区キャトル・セゾン
にて、県内の７商工会議所の女性会より８３名が参加
して（小千谷からは８名参加）合同研修会が開催され
ました。
　第一部では、新潟市出身で元宝塚歌劇団男役の越
乃リュウさんによるトークショー（テーマ「ニイガタの女
性が輝ける生き方」）がありました。宝塚時代、組長
として月組をまとめたことや、芸能生活２５周年を迎え
育ててくれた新潟に恩返ししたいと考え、県内企業２
５社と様 な々商品開発に取り組み新潟の良さを全国に
発信するため活動していること、輝ける女性とは、夢
や目標に向かって挑戦し続ける女性であると話してく
ださいました。終わりには宝塚の名曲「愛あればこそ」、
越路吹雪の「愛の賛歌」など歌の披露もあり、カッコ
よく美しい越乃さんから参加者全員大きな感動と勇気
をいただきました。
　第二部の交流パーティーでは、県内商工会議所女
性会の会員同士交流を深めつつ、それぞれの地域で
輝ける女性になることを誓い合いました。

講師に元宝塚の越乃リュウさん
新潟県内商工会議所女性会合同研修会
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産業別業況DI（前年同月比）の推移
北陸信越ブロック

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）−
（減少・悪化などの回答割合）実数
値の上昇率を示すものではなく、強
気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味する。

30

20

10

0

-10

-20

-30

-40

-50

サービス小売卸売製造建設

6月 7月 8月 9月5月 10月

平成30年度
決算説明会のご案内

◆事業所得を有する青色申告者の方
　　日　時：１２月３日（月）
　　　　　　１０：2０～１２：００
◆事業所得を有する白色申告者の方
　　日　時：１２月４日（火）
　　　　　　１０：2０～１２：００
  ※会場はどちらも小千谷市役所４階 大会議室
  ※事前申し込み不要

　地域の人手不足はどのように展望され、それを見据えていか
なる対応が成功企業への道で、さらには地域全体の発展につ
ながるのか。これらの課題を考えるために実施した域内企業の
ヒアリングやアンケート調査の結果から、地域における雇用問
題の解決に向けた糸口を探ります。
日時：平成30年11月21日（水）14：00 ～ 17：00
会場：まちなかキャンパス長岡　301会議室
　　　長岡市大手通２-６　フェニックスイースト３Ｆ
内容：第１部　基調報告
　　　　「地域企業の人手不足に関する基礎調査2018」
　　　　　調査結果から
　　　第２部　パネルディスカッション
　　　　「地域企業の人手不足の克服と雇用の
　　　　　　　　　　　　　イノベーションに向けて」
主催：長岡大学地域連携研究センター
　　　（小千谷商工会議所も後援しています）
お申込み・お問合せ先：
　　　長岡大学地域連携研究センター ☎39－1600

平成２９年度おぢやＣＣＩ共済配当金について
　平成２９年度（平成２９年１０月～平成３０年９月）おぢやＣＣＩ共済の
収支決算の結果、配当還付率は下記配当還付率一覧の通りとなりました。
加入事業所には１１月２２日（木）付で、毎月の保険料振替口座に「平成
２９年度配当金」をお振込みいたします。なお、明細書等を加入事業所
宛に別途郵送（１１月１２日発送予定）にてご案内申し上げます。
　なお、当所では、おぢやＣＣＩ共済制度の他にも会員企業の皆様の福
祉の増進と経営の向上に寄与することを目的として各種共済制度を運営
しております。
　詳しくは、貴社担当のアクサ生命保険(株)営業推進員（☎８３－４９２２）
または当所共済担当（☎８１－１３００）にお問い合わせください。

　労働者（パート、アルバイト等を含む）を1人でも雇って
いる事業主は労働保険（労災保険・雇用保険）に加入し
なければなりません。
　労働保険は、労災保険・雇用保険の各種給付金のほか、
雇用の安定のために事業主に支給される助成金などの各
種支援制度も設けられており、労働者はもとより事業主の
ためにも欠くことのできない制度です。
　また、人手不足の折、事業主にはコンプライアンスが求
められており、より良い人材を確保する意味でも、労働保
険に必ず加入している必要があります。
　まだ、労働保険の加入手続きを行っていない事業主に
おかれましては、管轄の労働基準監督署または公共職業
安定所（ハローワーク）で加入手続きをとられるようお願
いします。
　ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ先
　　新潟労働局総務部 労働保険徴収課
　　　　　　　　　　　　（電話　025-288-3502)
　　又は、お近くの労働基準監督署・
　　　　　　　  　　公共職業安定所（ハローワーク）

２０１８長岡大学地域連携研究センターシンポジウム
「地域の人手不足と雇用のイノベーション」

一人でも雇ったら、労働保険に必ず加入を
～労働保険に入っていない会社に、人が集まるでしょうか。～

参
加
費

無
　
料

掛金／月 還付額／月 還付率
８００円 ９６.２８円 １２.０３％

１,７２７円　※６５歳以上男性 ２６４.３３円 １５.３０％

１,１８０円　※６５歳以上女性 １４０.００円 １１.８６％

【配当還付率一覧】



10月号の答えは
「クロベダム（黒部ダム）」でした

（ルール）　Ｑ.タテとヨコの問題を解いて、
白い□を埋めてください。

※注意点
・□に入るのはカタカナ１文字です
・｢ァ・ィ・ゥ・ェ・ォ・ャ・ュ・ョ・ッ」など
　の小さい字（促音・拗音）は、大文字の  
　｢ア」や「ツ」として１文字とします  　 
　（例：「ショック」→「シヨツク」）
・濁音や半濁音は１文字として数えます
・A～Fに入れた文字を並べると、ある　
　言葉が完成します

タテのカギ 
1　『竹取物語』に登場するお爺さん
2　○○も実力のうち
3　チケットが購入できるマシン
4　○○○は○○○の風が吹く
5　○○を入れる＝哀願すること
7　季節に合わせて制服をチェンジ
9　コレだから歌は苦手なの
10　ベジタリアンの主食
11　開演で上がり、終演で下りるもの
12　亀とセットで、長寿の象徴の鳥

ヨコのカギ 
1　ライオンは百獣の○○
3　皮膚にたくさんある極小のくぼみ
6　夫婦になって50年目の祝い
8　○○○焼きは、和風の屋内バーベキュー
9　考えや気持ち。○○○のたけ
11　コミック読み放題のカフェ
13　本の巻頭に入れるイラスト
14　野球で、踏まれるためにあるアイテム

答えは12月号で
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平成30年度 無料経営相談会 毎月実施中！
次回開催日：12月７日（金）
講　　　師：小松 俊樹 氏（中小企業診断士）
次々回開催日：１月11日（金）
講　　　師：今井 進太郎 氏（中小企業診断士）
開 催 時 間：いずれも午後１時～午後４時
会　　　場：小千谷商工会議所 ２階　研修室
※事前予約が必要です。小千谷商工会議所☎81-1300

商工会議所検定試験
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会会 員員 情情 報報
10月末会員数　984

■新規会員
　じぃじの台所
　　井口　嘉明　　本　町　　飲食業
■事業所名変更
　岩沢アチコタネーゼ 農家レストラン より処山紫 （11月１日付）
　　（旧）農家レストラン　より処山紫

　㈱風間工業　（11月１日付）
　　（旧）風間工業

■代表者変更
　㈲佐藤板金店　（８月27日付）
　　（新）佐藤　智行　　　（旧）佐藤　　守

　㈱佐藤土建　（10月１日付）
　　（新）佐藤　雅樹　　　（旧）佐藤　寛如

　セコム上信越㈱小千谷事務所　（10月5日付）
　　（新）星野　修一　　　（旧）三井　　淳

　㈱ヨコヤマ鉄工　（10月23日付）
　　（新）横山　　剛　　　（旧）横山　益典

会報本紙に掲載
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会報本紙に掲載


